
Cohereの大規模言語モデル「Command A」調査レポ
ート

1. Command Aのモデル仕様

パラメータ数とアーキテクチャ：Command Aは1110億パラメータを持つCohere最大規模の言語モ
デルで、自己回帰型のTransformerアーキテクチャを採用しています  。長大なコンテキストに対応
するため、3層のスライディングウィンドウ注意機構（ウィンドウサイズ4096）とRoPE（回転位置エンコー

ディング）による局所的なコンテキスト処理に加え、第4のグローバル注意層で系列全体を結合する工夫が施されています 。これにより最大
256kトークンという非常に長いコンテキスト長を実現しています  。

訓練手法：大規模なテキストコーパスを用いて事前学習が行われた後、教師あり微調整（SFT）と人
間の嗜好に基づく選好学習によって、ユーザに対して有用かつ安全な応答を行うよう調整されていま
す 。このalignment工程により、モデルは指示への従順さや不適切発言の抑制といった対話最適化が
図られています。また、モデルは23言語（英語、フランス語、スペイン語、日本語、中国語、アラビ
ア語など）で高い性能を発揮するよう多言語データで訓練されており 、ユーザの入力言語に応じて
適切に応答し、翻訳やクロスリンガルな質疑応答も可能です 。コードデータやツール使用に関する
データも取り入れられており、後述のようにコーディングやツール操作に強みを持ちます。

計算資源と効率：モデル規模は極めて大きいものの推論実行に必要なGPUは2枚（A100/H100）とされ
ています 。これは内部最適化により前世代のCommand R+ (08-2024)比で150%高いスループットを達成した
結果であり 、大規模モデルとしては異例の高い計算効率となっています。推論時には低精度演算や分
散処理最適化が活用されていると推測され、企業が自社インフラで扱いやすい設計です。メモリ要件
の削減により、オープン提供されている重みもHugging Face版では128kコンテキスト設定で提供さ
れています （必要に応じ256kに拡張可能）。

モデルの入出力形式：Command Aはテキスト生成専用のモデルで、入力はテキスト（プロンプト）
のみ、出力もテキストのみを生成します 。対話最適化されておりデフォルトで会話調の応答を返すよ
うにチューニングされています 。具体的には、回答時に丁寧な口調で自己完結的な説明や追加の質
問を行ったり、コードスニペットをMarkdown形式で装飾したりするといった振る舞いを標準で示し
ます 。必要に応じてシステムメッセージでスタイルを変更し、簡潔な回答のみを生成させたり
Markdownを無効化したりすることも可能です 。最大出力長は8kトークンに制限されています （入
力と合わせて最大256kまで処理可能）。またコンテキストウィンドウは256,000トークンに及ぶた
め、極めて長い文書や大量の会話履歴を一度に入力して処理できます 。

2. パフォーマンスとベンチマーク結果

総合的な性能：CohereはCommand Aについて「エージェント的タスクでGPT-4oやDeepSeek-V3

と同等以上の性能を達成した」と発表しており 、標準的な評価ベンチマークでも最先端モデルに匹
敵する強力な性能を示しています。例えば大規模マルチタスク言語理解ベンチマーク（MMLU）や数
学問題(MATH)、プログラミング評価(IFEval)においても、Command Aは学術ベンチマークで競合モ
デルに匹敵するスコアを記録しています 。第三者による解析では、Command AのMMLU正解率は約
71.2%に達し、従来オープン公開モデル中トップだった前世代モデル（Command R+）やAnthropic社のClaudeモデル（約63.4%）を
上回るとの報告もあります  。これはGPT-4（約85～88%と報告される）には僅かに及ばないものの、GPT-3.5世代を大きく超える水準で

す。特に知識常識・読解系のタスクで高い性能を持ち、Stanford HELMベンチマークでもOpenAIや
Anthropicのモデルに肉薄する結果を示しています 。
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人間評価：Command Aの生成した回答品質を人間が評価した比較では、ビジネス一般やSTEM分野
の問いに対する回答でGPT-4とほぼ互角の好評価を得ています（GPT-4の評価と50:50程度） 。一
方、コーディングに関する回答ではGPT-4の方がわずかに高く評価される傾向があり（Command A

が約46.8%の支持に対しGPT-4が53.2%） 、コード生成・デバッグ能力ではGPT-4が依然トップク
ラスと言えます。ただしCommand Aも同等規模の他モデルに比べコード能力が向上しており、SQL

生成やコード翻訳などエンタープライズ寄りのコーディング課題では優位な結果を出しています 。総
じて、非コード領域ではGPT-4水準の応答品質を発揮しつつ、コード領域でも大規模モデルとしては
良好な性能を示しています。

Command Aと他モデルの比較：左は人間評価の好ましさ（Higher is better）で、GPT-4o（2024
年11月版）およびDeepSeek-V3と各カテゴリで拮抗している様子を示す。右は推論速度（1kトーク
ンの出力/秒）で、Command Aが他モデルより大幅に高速であることが分かる 。

処理速度と効率：Command Aは生成速度が非常に高速である点も大きな特徴です。Cohereによれ
ば1秒間に最大156トークンの生成が可能で、これはOpenAIのGPT-4o（2024年11月版）の約1.75

倍、DeepSeek-V3の約2.4倍のスループットに相当します 。この高速化は前述のアーキテクチャ上
の工夫（スライディングウィンドウ型注意機構の採用等）によるもので、低レイテンシ応答が求めら
れる対話AIやリアルタイム処理で威力を発揮します。実際、出力トークン毎秒ではCommand Aが
156.0 tokens/s、GPT-4oが89.0、DeepSeek-V3が64.0と、Command Aが突出しています 。また
先行モデルとの比較では、Command Aは前世代のCommand R+ (08-2024)よりも推論あたり約2.5
倍の高速化を達成しています 。これらにより、エンタープライズ用途での大規模モデルとしては異例
の応答速度とコスト効率を備えていることが実証されています。

ベンチマーク比較：学術ベンチマークではない実務寄りの評価として、Business Focused Concept 
Learning (BFCL)やTauBenchといったビジネス向けテストでも高い成績を収めています 。これらは
企業内文書の要約・理解や業務ドメインの常識推論を問う評価ですが、Command Aは安定した出力
品質とタスク達成能力を示しました。またChatbot Arenaのようなモデル対戦評価でも、前世代モデ
ルのCommand R+が一時オープンモデル中Eloトップになるなど健闘しており 、最新のCommand A

も最上位クラスの評価が期待されます。総合すると、Command Aは汎用知識・読解・対話能力で最
先端に迫り、特にエージェント的な複雑タスク（外部ツール連携やマルチステップ推論）で強みを発
揮するモデルと言えます 。

3. 他の主要LLMとの比較

▶ GPT-4（OpenAI）：OpenAIのGPT-4は依然として総合的な知性でトップクラスに位置し、様々な
ベンチマークで最高性能を記録しています。MMLUなどの知識テストではGPT-4が約85–88%と
Command Aを上回りますが、Command Aも多くのタスクでGPT-4に迫る性能を示しています 。特
にビジネス文脈や一般常識に関する問答では両者の差はごく僅少です 。一方、プログラミング関連
ではGPT-4が明確に高精度で、コードの正確さ・問題解決能力でリードしています 。GPT-4のコン
テキスト長は標準8k（拡張版で32k）ですが、Command Aは256kと大きく上回り長大な入力の処
理能力で優位です 。また推論コスト面でも、GPT-4が高度な分散インフラを必要とするのに対し、
Command Aは2GPUで動作しハードウェア要件が低いことから、エンタープライズ環境での自己ホ
ストにも向いています 。もっとも、GPT-4はOpenAIのAPI経由でしか利用できずモデル内部は非公
開であるのに対し、Command Aは研究目的に限り重みが公開されています（後述） 。総括すると性
能ではGPT-4がなお先行するものの、効率・柔軟性ではCommand Aが強みを持つと言えます。
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▶ Claude 2/Claude 3（Anthropic）：Anthropic社のClaudeシリーズ（最新のClaude 2はパラメー
タ約520億⁰、Claude 3が開発中と推測）は、安全性と長文要約能力に定評のあるLLMです。Claude 

2は最大100kトークンの長文入力を標榜しており、Command Aの256kには及ばないものの極めて
長いコンテキストを扱えます。一方、学習データの規模や多言語対応ではCommand Aが優位で、例
えばMMLUでの正答率はCommand Aが約71%と、Claude (約63%程度と報告される) を上回りま
す  。Claudeは人間の意図理解や丁寧な対話に強みがあり、生成文の一貫性や有害出力の抑制といっ
た面で評価が高いですが、Command Aも同様のalignmentが施されており応答品質は遜色ありませ
ん 。むしろCommand Aはツール使用や多言語対応といった実用タスクで優れた性能を示すため  、
ビジネス向け汎用AIとしてClaudeに対して競争力があります。Anthropicのモデルは非公開で商用利
用にはAnthropic APIを介する必要がありますが、Command Aは（非商用に限り）オープン提供さ
れ研究コミュニティでも扱える点も差異と言えます 。

▶ Gemini 1.5（Google/DeepMind）：Gemini 1.5はGoogleが開発した次世代モデル群で、マルチモ
ーダル（テキスト・画像・音声・動画対応）かつ超長文コンテキストを特徴としています。Gemini 

1.5 Proモデルは最大約210万トークン（約2メガトークン）の入力を処理可能で  、Command Aの
256kトークンをさらに上回る桁違いのコンテキスト長をサポートします。また2時間の動画や19時間
分の音声、2000ページの文書にも相当する情報量を一度に解析できるなど、大規模マルチモーダル
推論に強みを持っています 。その反面、Gemini 1.5は「ミッドサイズモデル」と称され、推定パラ
メータ規模は数十億～百億台でCommand A（1110億）より小さい可能性があります。そのため純粋
な言語知識タスク（例えばMMLU）での精度は、Gemini 1.5が必ずしもCommand AやGPT-4を上回
るとは限りません。しかしGeminiはGoogleの強みを活かし、コード生成や推論タスクでも高い性能
を示すとされます。特に長大文脈内での検索・要約では、Gemini 1.5は100万トークン規模の入力で
も約60%の精度で関連情報を保持できたとの報告があり 、極端に長い文書を扱うニーズには唯一無
二の存在です。GeminiはGoogle Cloud上で提供される商用モデルであり、Command Aとはアプロ
ーチ（テキスト特化 vs. マルチモーダル汎用）や提供形態が異なりますが、長文処理能力という点で
はGeminiが先行し、多言語エージェントタスクではCommand Aが実績を示すという住み分けになっ
ています。

▶ Mistral（オープンソース7Bモデル）：Mistral 7Bは仏Mistral AI社によるパラメータ73億の軽量モ
デルで、2023年にApache 2.0ライセンス（商用利用含め無制限）で公開され注目を集めました 。性
能面では、7Bという小規模ながらも最適化された訓練により5ショットMMLUで60.1%を達成し、従来の
OpenAI GPT-3 175B（59.5%）を上回る結果が報告されています 。これは極めて優秀ですが、Command Aの約71%やGPT-4の80%以
上には届かず、大規模モデルには及びません。またコンテキスト長もデフォルトは数千～16k程度（拡張版で32k）と推測され、256kの

Command Aほど長文には対応できません。しかしMistralは軽量で手元GPUでも動作可能かつ完全オープンという利
点があり、用途に応じて微調整して組み込むことが容易です。対してCommand Aは非商用でのみオ
ープン提供という制約があります 。総じて絶対性能ではCommand Aが大幅に上ですが、モデルの軽
さ・ライセンス自由度ではMistralが勝るため、小規模環境や研究目的ではMistral、大規模高性能が
必要な場合はCommand Aという使い分けになります。
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(注: GPT-4oやClaude 3などは正式名称ではなく、2024年時点の各社モデルの内部バージョンや開
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4. 主なユースケース

エンタープライズ向けAI：Command Aは最初から企業の実務タスクを念頭に最適化されています 。
そのため、ビジネス文書の理解・要約、専門知識を要する質問への回答、社内データベースへのクエ
リ応答など実ビジネスで役立つ応用に優れています。特にCohereは、Command Aを**「リアルワー
ルドのエンタープライズタスクで卓越した性能」**と位置付けており 、例えば人事文書の分析や財務
データからの洞察抽出、カスタマーサポート対応の自動化など、多岐にわたる業務シナリオで活用さ
れています。長大なコンテキスト処理能力を活かし、企業内の大量文書（契約書、マニュアル等）の
一括要約や、膨大なチャットログからの問い合わせ対応なども可能です。さらにCohereは専用のプ
ラットフォーム「North」や「Compass」を提供しており、Command Aをコアにして社内ナレッジ
検索やワークフロー自動化を実現するソリューションも展開しています。

検索・RAG（Retrieval-Augmented Generation）：Command Aは外部知識の検索併用を前提とし
たRAGシナリオにおいて卓越しています  。例えばユーザからの質問に対し、まず社内のデータベー
スや文書から関連情報を検索し、その内容を踏まえて回答を生成する、といった一連の流れを得意と
します。256kもの長文コンテキストを扱えるため、検索で得られた複数文書をそのままプロンプトに
与えても問題なく処理できます。Cohere自身、「Command Aは会話タスクでの回答生成、長い入
力の重み付け、数値情報の抽出操作などRAGの最終ステップに極めて適している」と述べていま
す 。実際、財務レポート等の数値を含む文書セットを与えて質問に答えるようなケースで、高い正確
性と整合性を示しました 。また回答への出典（citation）付与機能も備わっており、RAGの際に引用
タグ(<co>...</co>)を用いてどの外部情報に基づいて回答したか示すこともできます 。この機能
により、回答の根拠をユーザに提示しやすく、特に社内FAQシステムや医療・法務アプリで回答の裏
付け提示が必要な場合に有用です。

会話AI（Chatbot/対話アシスタント）：Command Aはもともと対話型モデル（Chatモデル）とし
て調整されており、ユーザとの多ターンの会話に適しています 。デフォルトで丁寧かつ豊富な応答を
返すよう訓練されているため、カスタマーサポートのチャットボットやパーソナルアシスタントの構
築にそのまま活用できます。ユーザの意図を把握しフォローアップの質問を提案するなど対話の文脈
管理が得意であり、複数ラウンドにわたる相談やヒアリング形式の対話でも破綻しにくい特徴があり
ます 。例えば人事面談のロールプレイAIや、社内ヘルプデスクの自動応答、あるいは製品FAQチャッ
トボットなどの用途で実績があります。安全性設定もコンテキスト重視モードと厳格モードの2段階
を選べ 、用途に応じて自由度と安全度のバランスを調節可能です。日本語を含む多言語に対応してい
るため 、グローバル展開するサービスの多言語チャットボットにも適しています。

ドキュメント要約：長大な文書を要約するタスクは、Command Aの長文処理能力と高精度な言語生
成が活かせる代表的ユースケースです。研究レポートや財務報告書、技術仕様書など数万トークンに
及ぶ文書であっても一括で入力し、その要点を的確にまとめることができます 。特に専門用語や数
値の多い文書でも、内容を取り違えず凝縮する能力に優れ、内部テストでは複数文書を横断したサマ
リー生成でも一貫性のある出力を示しました。また、社内会議の議事録を生成したり、カスタマーサ
ポートのログを要約するといった会話/逐語記録の要約にも応用されています。Command Aはデフォ
ルトでは説明的なスタイルで出力しますが、システムメッセージで「簡潔に箇条書きで要約して」と
指示すればコンパクトな要約も可能です。これは抽出的要約（重要文抽出）ではなく生成的要約なの
で、柔軟に言い換えたりユーザが指定した観点に沿った要約を行える点もメリットです。
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コーディング支援：Command Aはコード専門モデルではありませんが、コード理解・生成能力が強
化されており、基本的なプログラミング支援にも対応できます 。特にSQLクエリの自動生成や既存
コードの説明、他言語へのコード変換（リファクタリング）といったエンタープライズで頻出するコ
ードタスクで高い有用性を示します 。例えば自然言語で「特定の条件に合う売上データを集計する
SQLを書いて」と指示すれば、適切なSQL文を生成することが可能です。また、コード片を与えて
「このコードの目的を説明して」と尋ねれば詳しくコメントを付けて解説したり、バグの原因を推測
して改善案を提示することもできます。GitHubなどで収集した大規模コードデータで事前学習してい
るため、構文の正確さやライブラリ/APIの知識も一定程度備えています。規模ではOpenAIのCodex

やGPT-4に及ばないものの、汎用モデルとしては十分実用的なコーディングアシスタントを構築でき
る水準です。実装上はLangChainエージェントと組み合わせて、生成したコードを実行・検証しなが
ら正解にたどり着くようなループを回す、といった応用も考えられます。

その他のユースケース：上記以外にも、翻訳や言い換え（23言語間での高品質な翻訳） 、テキスト
分類（与えられた文章がどのカテゴリに属するか判定）や構造化出力の生成、クリエイティブライテ
ィング（ブログ記事やSNS投稿文の作成支援）など、多様な用途に利用されています。Cohere公式
によればCommand Aは**「クロスリンガルな質疑応答」にも優れており、例えば日本語の文献を読
んで英語で要約するといったことも可能です 。またマルチステップ推論力を活かし、法律文書の条項
間の論理関係分析や、因果関係の推察など高度な推論タスクにも挑戦されています。企業向けにカス
タマイズすれば、社内データを用いた意思決定支援AIや専門領域QAシステムとしても応用でき、ま
さに汎用的な生成AI基盤**として幅広いシナリオで役立つモデルです。

5. API仕様と開発者向け情報

提供形態とエンドポイント：Command AはCohereのクラウドAPIを通じて利用可能で、主にChat 
APIエンドポイントからアクセスします 。OpenAIのChatGPT APIに類似した形式で、開発者はシス
テムメッセージ・ユーザメッセージを含むチャット形式のJSONを送り、モデルからアシスタントメ
ッセージを受け取ります。エンドポイントのURLはCohereのプラットフォーム上で提供され、リク
エストにはAPIキーによる認証が必要です。例えばPython用の公式SDK（cohereパッケージ）で
は、APIキーを設定してclient.generateやclient.chatメソッドを呼び出すことで簡単に利用
できます。リクエストごとに入力トークンと出力トークンの課金が行われますが、試用目的のトライ
アルAPIキーも提供されており一定範囲内の利用は無料です 。なおChat API以外に、テキスト生成用
の汎用エンドポイントや埋め込みベクトル取得エンドポイントもありますが、Command Aはチャッ
ト形式での利用を前提としてチューニングされています 。

使い方の基本：開発者はまずCohereのダッシュボードでAPIキーを取得し、HTTPまたはSDK経由で
エンドポイントを呼び出します。入力としてはメッセージの配列（システム役割・ユーザ発話など）
をJSONで渡し、パラメータとして最大出力長や温度、トップPなど生成設定を指定できます。モデル
名はcommand-a-03-2025を指定することでCommand Aを明示できます （デフォルトで自動的に
最新モデルが選択される環境もあります）。レスポンスはモデルの生成したメッセージ本文と使用ト
ークン数等のメタ情報を含むJSONです。SDKを使えばこのやり取りが関数呼び出しだけで完結し、
ストリーミング出力にも対応しています 。制限事項として、一度のリクエストでの入力は256kトー
クンまで、出力は最大8kトークンまでというサイズ上限があります 。想定以上の長文を投入すると
エラーや切り捨てが発生するため、事前にトークンカウントを行うことが推奨されます。
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レートリミット：API利用には分あたりおよび月あたりのリクエスト数制限が設定されています。デ
フォルトではトライアルキーの場合、Chatエンドポイントは1分間に20リクエストまで、埋め込み取
得なら100リクエスト/分までといった制限があります 。さらにトライアル全体で月1000リクエスト
までという上限もあり 、超過するとエラーとなります。本番運用用のプロダクションキーでは制限が
大幅に緩和され、Chatエンドポイントは500リクエスト/分まで許容されています 。大量の並列リク
エストが必要な場合や上記以上のスループットを求める場合、Cohereに連絡すればレートリミット
引き上げや専用プランの相談が可能です 。なお、各リクエスト内のトークン数自体には上記のコン
テキスト長制限のみで、時間あたりトークン数への直接の制限はありません。ただし非常に巨大な入
力を頻繁に送るとAPI側でスロットリングがかかる可能性があります。

開発者向けドキュメントとサポート：Cohereは公式ドキュメントでCommand Aを含む各モデルの
使い方を詳述しています 。また、対話形式でモデルを操作・テストできるPlaygroundや、事前構築
済みの**Cookbook（サンプル集）**も提供されています。Stack Overflow的なコミュニティや
Discordもあり、問題解決やベストプラクティスの共有が可能です。さらに、LangChainや
LlamaIndexとの連携方法を解説するガイドも用意されており、数行のコードでそれらフレームワー
クからCommand Aを呼び出せます 。例えばLangChainではOpenAIのGPTと同様にCohereクラス
を使ってLLMオブジェクトを生成するだけでChainに組み込めます 。このようにエコシステムとの親
和性も高く、既存のAIアプリ開発基盤に容易に組み込めるよう設計・サポートされています。

6. 価格体系

無料枠（トライアル）：前述の通り、Cohereはサインアップした開発者にトライアルAPIキーを発行
しており、これを使って一定量までは無料でCommand Aを含む各種モデルを試用できます 。トライ
アルでは月1000リクエストまで無料で利用可能で 、レートリミット内であれば課金は発生しませ
ん。プロトタイプ作成や社内検証用途であればこの範囲内で賄えるケースも多く、試用期間中に課金
される心配なく評価できます。ただしトライアル利用ではリクエスト数以外にも生成長や性能面でい
くつか利用上の制限がある場合があります（例えば応答速度や同時呼び出し数において、商用キーよ
り低い優先度となる可能性があります）。本格導入する際は適切なプランへの移行が必要です。

従量課金制：商用利用や本番環境で継続利用する場合、トークン単位の従量課金が基本となります。
Command Aの価格は入力トークン100万あたり$2.50、出力トークン100万あたり$10.00に設定され
ています  。例えば1kトークン（およそ750語程度）の入力は$0.0025、同量の出力生成は$0.01に
相当します。この料金水準はAnthropicのClaude（100k長文対応モデル、通称Claude Instant 

“Sonnet”）と同等レベルであり、OpenAIのGPT-4 32kコンテキストモデルよりは割安とも言えます
（GPT-4 32kは入力$0.06/1k、出力$0.12/1k程度）。なお、Cohereでは入力と出力で単価が異なる
点に注意が必要です  。プロンプトが長大になるケースでは、出力よりも入力に費用がかかる場合も
あります。請求はリクエストごとに、入力トークン数*$2.50/1M + 出力トークン数*$10/1M で計算
されます。月末締めまたは一定額累積（$250）でクレジットカード請求されます 。
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されます。月末締めまたは一定額累積（$250）でクレジットカード請求されます 。

他モデルとの価格比較：Cohere内の他の生成モデルでは、小型モデルほど安価に設定されていま
す。例えば8BパラメータのCommand R7Bでは入力100万/$0.0375・出力100万/$0.15と桁違いに低
価格で  、中規模のCommand R（長文対応モデル08-2024版）は入力100万/$0.15・出力100万/
$0.60です  。つまりCommand A/R+はそれらに比べ約十倍以上の高コスト設定となっています。こ
れは性能差に見合ったプレミアムですが、軽量モデルで十分な用途にはコスト削減のため小型モデル
を選択することも可能です。Cohereではこのように複数モデルをラインナップし、ニーズと予算に応
じて使い分けられるようにしています  。

Enterpriseプランの特徴：エンタープライズ向けにはボリュームディスカウントや専用インスタンス
の提供、あるいは定額プランの交渉などが可能です。公式サイトには具体的なエンタープライズ価格
表はありませんが、「Contact Sales（営業に相談）」の案内があり、大規模利用企業には個別契約
で柔軟な料金体系を提示しています。Enterprise契約ではプライベートデプロイ（後述）や専用サポ
ート、SLA保証なども含まれるため、単純なトークン単価以上の付加価値が提供されます。実際、
Cohereは「モデルを自社インフラで稼働させることでAPI利用と比べ最大50%のコスト削減が可
能」と謳っており 、大規模企業が自前GPU上でCommand Aを回すケースを想定しています。このよ
うなオンプレミス利用ではクラウドAPI利用料が発生しない代わりに、ソフトウェアライセンス料や
サポート費用を包括した契約になると考えられます。

追加サービス料金：なお、Cohereプラットフォームでモデルをファインチューニングする場合や、
バッチジョブ（大量データ一括処理）を行う場合には別途料金体系があります。例えばCommandモ
デルのファインチューニングでは、訓練データのトークン数に対して100万トークンあたり一定額
（Command Rで$3.00/1Mトークンの訓練料金） が課金されます。また埋め込みモデルや再ランク
モデルは、生成系とは異なる単位（例: Rerankは1000件の検索あたり$2.00など）で課金されま
す  。これら詳細は公式ドキュメントのFAQやPricingページに明記されています  。契約時には自社
のユースケースに即してどのような利用形態になるか洗い出し、適切な見積もりを取ることが重要で
す。

7. セキュリティ・プライバシーとファインチューニング/RAG対応

データセキュリティとプライバシー：Cohereはエンタープライズ向けに高度なセキュリティ対策を
講じており、社内機密データを扱うAIプラットフォームとして信頼性をアピールしています 。通信経
路の暗号化や認証・アクセス制御は標準で実装されているほか、顧客データの取り扱いポリシーも明
確化されています。特筆すべきはデータ保持と学習利用に関するオプトアウト機能です 。デフォルト
では、ユーザがAPIに送信したプロンプトや生成結果はモデル改善のために匿名化された上で分析・
学習に用いられる可能性があります。しかし企業利用の場合、機密性の観点から自社データを二次利
用されたくないというニーズがあるため、Cohereはユーザデータをモデル訓練に利用しない設定を
提供しています 。契約企業はこれを有効にすることで、自社の入力・出力がCohere側に蓄積・学習
されないようにできます（ログ一時保存やモニタリングはされるが、モデルチューニングデータには
含めない）。このようにデータ主権とプライバシーに配慮した設計となっており、業種によって求め
られる各種規制（GDPRやHIPAA等）にも対応可能です。
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プライベートデプロイとオンプレミス：セキュリティ上さらに踏み込んだ要件として、クラウドを介
さず自社環境でモデルを動かしたいというケースがあります。Cohereはそのニーズに応えるため仮想
プライベートクラウド（VPC）内での専用ホスティングや、場合によってはオンプレミス環境へのデ
プロイもサポートしています 。公式に「お客様のインフラにモデルを持ち込める」と述べており、
AWS上の専用VPCや企業データセンター内サーバでCommand Aを稼働させるオプションがありま
す 。これにより、データが外部の共有クラウドに出ることなくモデル活用が可能となり、データ主
権や低遅延の要件を満たせます。実際、CohereはFujitsuやSalesforceとの提携でクラウドアグノス
ティックな導入を推進しており 、AzureやOracle Cloud、Google Cloud等主要クラウドでも専有環
境で利用できるようになっています 。オンプレ展開ではDockerイメージや専用アプライアンスとし
て提供されるケースも考えられ、エンタープライズ契約の一部として個別対応が行われます。

安全性とフィルタリング：Command Aには不適切内容の生成を防ぐ安全フィルターが組み込まれて
おり、運用者は必要に応じてモードを選択できます 。コンテキスト重視モードではユーザの要求を
できるだけ受け入れつつ、違法・有害な指示には拒否応答を返すというバランスの取れた設定です
（デフォルトはこちら）。厳格モードでは暴力・差別・猥褻な話題全般を避けるよう強く制限し、多
少ユーザ意図とずれても安全を優先します 。これらモードに加え、Cohereの利用規約上で禁止され
た用途（違法行為助長、ヘイトスピーチ生成など）についてはモデル側でも明確に拒否応答や無応答
を返すようチューンされています。企業は自社ポリシーに合わせてどの程度モデルに自由に話をさせ
るか設定可能であり、必要なら追加の外部フィルタリング（生成結果に対するキーワード検知等）を
組み合わせることも可能です。Cohereは「Trust Center」という情報開示サイトで安全対策の更新
を行っており 、継続的にモデルの安全性向上に取り組んでいます。

ファインチューニング対応：Cohereプラットフォームでは、ユーザ独自のデータでモデルを微調整
（Fine-tune）し、特定ドメインに特化させることができます 。たとえばカスタマーサポートの過去
ログを使って回答スタイルを自社向けに最適化したり、専門分野のQ&Aペアを学習させて専門知識
にさらに精通させることが可能です。微調整はWeb UIからのアップロードまたはFine-tuning API経
由で行え、完了後は専用のカスタムモデルIDが発行されます 。それをAPIで指定すれば元の
Command Aではなく調整済みモデルが応答するようになります。Cohereによると、ファインチュ
ーニングにより特定業界向けの性能向上やスタイルの一貫性確保などが達成でき、汎用モデルよりも
最大30%精度改善が見込めるケースもあるとのことです 。なお、現時点でCommand A自体のファ
インチューニングサービス提供状況は限定的かもしれません（一般公開されたのは最近のため、まず
は前世代Command Rで提供されている）が、順次対応が追加されると考えられます。実際、2024

年にはCommand R 08-2024モデルのファインチューニング対応が発表されました 。Cohereは
Weights & Biasesなどとの連携も整備しており、Fine-tune時のログやメトリクスを可視化・追跡で
きるようなエコシステムも提供しています 。

RAG（検索強化型生成）機能：前述のとおり、Command AはRetrieval-Augmented Generation用
途に優れていますが、開発者向けにもRAGを組み込みやすい支援がなされています。例えばHugging 

FaceのTransformersでは、tokenizer.apply_chat_template(..., documents=docs)の
機能でRAG用プロンプトを自動生成できます  。これによりドキュメント群をモデルに渡す際の最適
なフォーマットが簡単に適用可能です。また出典付き回答もenable_citations=Trueオプション
一つで実現でき  、モデルからの回答テキスト中に<co>回答内容</co: ソースID>というタグ付き
で、提示したドキュメントのどの部分に根拠があるか教えてくれます。エンタープライズ検索や社内
FAQボット実装時に、追加の後処理なしで回答根拠の提示が得られるのは大きな利点です。さらに
Command Aはツール使用エージェントとしても優れており、CohereはReActスタイルのエージェン
トを簡単に構築できるテンプレートを公開しています 。JSONスキーマで定義した関数（ツール）リ
ストを与えると、モデルはそれらを呼び出す計画を立てた上で回答を生成できます 。このように外
部システムとの統合を見据えた設計になっており、検索やデータベース問い合わせ、計算エンジンな
どあらゆるツールと組み合わせて高度なエージェントを構築できるようになっています。
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8. 利用可能なツールやSDK、プラグイン

公式SDKとAPIクライアント：Cohereは主要なプログラミング言語向けにAPIクライアントSDKを提
供しています。代表的なのはPython SDK（cohereライブラリ）で、簡単な初期化と関数呼び出しで
テキスト生成・埋め込み取得が可能です。Node.js、Go、Javaなど向けにも公式/非公式のラッパー
が存在します。これらを使うことでHTTPSリクエストを直接扱わずに済み、開発効率が上がります。
またCohereはJupyter Notebook上でのチュートリアルや、REST APIを手軽に試せるPlaygroundも
用意しています 。加えてSlack用の生成AIボット「Cohere in Slack」など業務ツール向けの簡易連
携も提供しています  。

LangChainとの統合：LangChainはLLMを使ったアプリ開発フレームワークとして人気ですが、
CohereはLangChainとの公式連携ガイドを公開しています 。LangChain上でCohereのモデルを使
う場合、OpenAI APIとほぼ同様の手順で設定できます。具体的には、from langchain.llms 
import Cohereでモデルクラスをインポートし、llm = Cohere(model="command-a", 
api_key="...")のように初期化するだけです。これによりLangChainのChainやAgentから
Command Aを呼び出せます。LangChainのToolkit（検索や計算ツールなど）と組み合わせれば、
Command Aを思考エージェントとして動作させることも容易です。公式ドキュメントではエラー時
の対処法やプロンプトテンプレートの設定例なども紹介されており、数行のコードで高度なLLMアプ
リを構築できるよう配慮されています  。

LlamaIndexとの統合：LlamaIndex（旧称GPT Index）はドキュメント指向のLLMフレームワークで
すが、こちらとも統合ガイドがあります 。LlamaIndexではドキュメントを索引化し、LLMに与える
RetrievalQAを簡単に構築できます。CohereのCommandモデルをバックエンドに指定することで、
社内文書のQ&Aシステムを素早く作成可能です。LlamaIndexはCohere APIキーをセットすれば内部
的にCohereのエンドポイントを呼び出してくれるため、開発者は高レベルなクエリ構築に専念でき
ます。公式ガイドでは、たとえば数千ページのPDFをEmbedding→Index化し、Command Aで回答
生成する一連の流れを紹介しています。これによりRAGパイプラインの実装が容易になっており、企
業内ナレッジベースAIなどに応用されています。

Hugging Faceでのモデル提供：CohereはCommand Aのモデル重みを研究用途に限定して公開しま
した 。Hugging Face上では「CohereForAI/c4ai-command-a-03-2025」というリポジトリでモ
デルが提供されており、Transformersライブラリから直接ロードできます 。ライセンス上商用利用
は不可ですが、自前のGPU環境で動作させたり社内検証することが可能です（要80GB以上のGPUメ
モリまたはシャーディング環境）。Transformersでの使用例も提示されており、AutoTokenizer
とAutoModelForCausalLMを用いてモデルをロードし、適切なプロンプトフォーマットを適用す
るコードが公開されています  。これによりオープンソースのエコシステムでもCommand Aを扱える
ようになり、学術研究やベンチマーク比較が促進されています。例えば有志がCommand Aを他のオ
ープンモデルと比較する評価を行い、その結果がコミュニティで共有されています（先述のMMLUス
コアなどもその一例です）。なお、公開された重みはCC BY-NCライセンスであるため 、厳密には
企業内利用であっても商用目的の場合は許諾範囲外となります。商用でモデルをホスト運用したい場
合は、Cohereから正式ライセンスを取得する必要があります。
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主要クラウドプラットフォームでの利用：Cohereのモデル群は、AWS、Azure、Oracle Cloudなど
主要クラウドの生成AIサービスから利用可能です 。例えばAmazon BedrockではCohere Command

モデルが組み込まれており、Bedrockの統一APIを通してCommand Aを呼び出すことができます。
Amazon SageMaker経由でCohereモデルを使うことも可能で 、AWS環境に深く統合した形でデプ
ロイ・スケーリングできます。同様にMicrosoft AzureのAIサービス（Azure OpenAIとは別枠の
Cohere提供）でも、Azure上から直接Cohere APIを叩く設定が提供されています 。Oracle Cloud

のGenAIサービスにもCohereモデルがラインナップしています 。これらにより、各社クラウドの認
証・監視基盤や他サービス（例えばAWS LambdaやAzure Functions等）とシームレスに組み合わせ
てCohereのLLMを利用できます。エンタープライズは既存クラウド契約内でCohereモデルを追加で
きるため、社内手続きの簡略化や統合管理の利点があります。

Cohere独自ツール：Cohereは開発者生産性を上げるためのCohere Toolkitも公開しています 。これ
はプロンプト開発やデバッグを補助するツール群で、プロンプトに対するモデルの出力を分析した
り、安全性チェックを自動化したりできます。また、対話型にプロンプトを試行錯誤できるUIも提供
されています。さらにLLM Universityという無料学習リソースや、Cookbook形式のレシピ集では実
装例が多数紹介されており 、それらをコピーして自分のアプリに組み込むだけでもある程度動くもの
が作れるようになっています。Cohereはコミュニティ活動にも熱心で、フォーラムやDiscordでの
QA対応、オープンサイエンスプログラムの運営を通じて、開発者との双方向の情報交換を推進してい
ます。

9. ライセンスや商用利用における制約

公開モデルのライセンス：Command Aのモデル重みはCohereの研究組織「Cohere For AI」により
オープンリリースされましたが、そのライセンスはCC BY-NC 4.0（表示-非営利）となっています 。つまり

非営利目的での利用に限り許可され、商用利用（営利企業内での業務利用やサービス組み込み等）は
ライセンス上認められていません。このため、オープンソースコミュニティや学術研究では自由に使
えますが、企業が直接この公開モデルを使って製品やサービスを提供することはできません。商用利
用したい場合、原則としてCohereのAPIサービスを利用するか、別途Cohereと商用ライセンス契約
を結ぶ必要があります 。CC BY-NCライセンスのもとでも、研究論文への引用や学内プロジェクト
での利用、非営利団体での内部検証などは可能です。一方で「非営利」の解釈は厳密であり、たとえ
直接収益化しない社内ツールであっても企業活動の一環であれば営利と見なされる可能性が高いので
注意が必要です。

API利用時の規約：CohereのAPIやサービスを利用する場合、ユーザは利用規約（Usage Policy）に
同意する必要があります。そこでは生成AIの倫理的な利用に関するガイドラインが定められており、違法行為への加担、人種差別・暴力扇動、
誤情報拡散など特定の目的での使用が禁止されています  。これらはOpenAIやAnthropicのポリシーと同様、モデルに不適切なプロンプトを

与えても応答しない（または拒否メッセージを返す）ようシステムレベルで制御されます。またCohereは利用者がモデル出力を再
利用・再公開する際の責任についても明記しています。例えばモデルが生成した文章によって生じた
法的問題（著作権侵害や名誉毀損等）について、Cohereは基本的に責任を負わず利用者側で対処す
る必要があります。ただし、著しくポリシーに反する使い方をした場合はサービス停止などの措置が
取られる可能性があります。企業で利用する際はこの利用規約をチームに周知し、モデルの誤用が起
きないよう内部統制することが重要です。
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商用ライセンス供与の可能性：一部の大規模ユーザには、Cohereがモデル重み自体の商用利用許諾
を行うケースも考えられます。例えば政府機関や高度に機密性が求められる産業（金融・医療など）
では、外部APIに依存せず社内でモデル運用したいニーズがあります。その場合、ソースコード（モ
デル重み）ライセンス契約を結び、Cohereから直接モデルを受領してオンプレ運用することも交渉
次第では可能かもしれません。ただし通常はCohere側のハードウェアにモデルをデプロイして顧客
専用に提供する形（ホステッドオンプレ的な形態）が採られると推測されます。いずれにせよ、
Command A公開モデルのCC BY-NCという制約下では、**「オープンだけどフリーではない」**点
に留意が必要です。これは最近のLLM公開トレンドとして、商業企業が自社モデルを完全にオープン
ソース化するのではなく、研究用途限定で公開するケースが増えている一例です 。

知的財産と出力の権利：モデルの学習データにはインターネット上のテキストなどが含まれるため、
生成出力が第三者の著作物と類似する可能性があります。Cohereは公式に学習データの詳細を開示
していませんが、ユーザが生成物を商用利用する場合、その内容の権利処理には注意を払う必要があ
ります。一般的にLLMの出力は著作権法上は新規創作物とみなされる可能性がありますが、含まれる
フレーズによっては元データ由来の既存表現が混入する恐れがあります。Cohereの利用規約でも、
生成結果の利用に関する責任はユーザ側にあることが記載されていると考えられます（OpenAI等と
同様）。企業で生成コンテンツを公開・配布する際は、念のため内容を人間がチェックし、機密情報
の漏洩や著作権侵害の有無を確認するのが望ましいでしょう。

10. 最新のアップデート情報

リリース履歴：Command Aは2025年3月13日にリリースされた最新モデルです 。これはCohereの
「Command」ファミリーの中で最も新しく高性能なモデルで、直前には2024年8月にCommand R+

（改良版）モデル、2024年3月にはCommand Rモデルがリリースされていました。さらに遡ると、
初期のCommand（Xlarge）や軽量版のCommand Lightモデルが2022～2023年頃に提供されてお
り、Cohereは段階的にモデル性能を向上させてきています 。2024年末にはCommand R7B 
12-2024という8Bパラメータの小型モデル（長文128k対応）がオープンリリースされ、特にアラビア
語に最適化されて話題となりました 。このように、大型モデルと小型モデルの両軸でアップデートが
続いています。直近の更新では、2025年3月4日に多モーダル対応のAya Visionモデルが発表されて
おり 、画像・テキストのマルチモーダル生成分野にもCohereが進出したことを示しています。Aya 

Visionは23言語対応かつ画像キャプションやVisual QAに強みを持つモデルで、オープンウェイト
（非商用）として公開されています 。これにより、Cohereの提供するモデルラインナップはテキス
ト生成（Command系）、ベクトル埋め込み（Embed系）、再ランク（Rerank系）、ビジョンと言
語の複合（Aya系）とますます幅広くなっています。

最近の改善点：Command A自体のアップデートとして、推論効率の向上や安全性の強化が随時行わ
れています。例えば、リリース当初はTransformer実装上の工夫で高効率化を謳っていましたが、さ
らにGPU並列処理の最適化やメモリ節約手法（イント8量子化など）の導入が検討されています。ま
たユーザからのフィードバックを反映し、特定プロンプトでの挙動（過度に丁寧すぎる、あるいは回
答が冗長すぎるといった点）に微調整が加えられつつあります。これらは主にサーバサイドでモデル
重みやシステムメッセージを更新する形で反映され、エンドユーザ側は常に最新の振る舞いのモデル
を利用できます。開発ロードマップは公にされていませんが、Cohereチームは研究ブログやニュース
レターでヒントを示すことがあります。たとえば2024年後半のアップデートでは「Command Rモデ
ルのファインチューニング機能の改善」 が報告され、学習アルゴリズムの工夫で微調整モデルの品
質向上とデプロイ時間短縮が実現しました。
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今後の展望：Cohereは企業向けAIプラットフォームとしてOpenAI等との差別化を図っており、今後
もプライバシーとカスタマイズ性を軸に進化すると予想されます。具体的には、Command Aのさら
に上位となるモデル（仮に「Command B」など）の開発も視野に入っているかもしれません。ま
た、現在テキスト専門のCommandシリーズに、画像や音声などマルチモーダル要素を統合する可能
性もあります（Aya Visionで培った技術を組み込む形）。一方で小型モデル路線では、数十億パラメ
ータ級で高性能な「ライト版」の投入も期待されます。実際、2023年には7BでLlama2 13Bを凌駕
するMistral 7Bのような例が出てきており、Cohereも独自の小型モデル（Aya Expanse 8Bや新たな
対話特化モデル）で幅を広げる可能性があります。さらに、推論コンテキストのさらなる拡大（例え
ば数百万トークン級）も技術的には取り組まれているトピックで、将来的にCommandシリーズで実
現されるかもしれません。

コミュニティとエコシステム：最新動向として、Cohereはオープンサイエンスコミュニティ
「Cohere For AI」を通じ、Global MMLUなど多言語ベンチマークの提唱 や、データセット公開などにも貢献しています。
Command Aの公開はその一環であり、コミュニティからのフィードバックループを重視しているようです。リリースノートはCohere公式

DocsのChangelogで逐次公開されており 、近日予定の新機能やモデル改善があればそこでアナウンス
されるでしょう。例えば「近日中に主要クラウドプロバイダでのサポート」が予告されていたり 、
Oracle Cloudでの提供開始が追記されたりと、Docsが常に最新情報を反映しています。開発者はこ
うした情報源をウォッチしつつ、新機能（例: 新しい安全モードやツール使用インターフェースの改
良）が公開されたら速やかに活用すると良いでしょう。Cohere自身も競争の激しいLLM市場で存在
感を示すべく、製品機能の拡充とモデル性能向上を継続的に行っていくと考えられます。その中心に
あるCommand Aモデルも、アップデートを重ねることでより洗練された「エンタープライズAIの旗
艦モデル」へと進化していくことでしょう。
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